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基準日

1月9日 1週間 1カ月 6カ月 1年

為替レート

円/ルピー（円） 1.77 ▲0.0 0.4 0.3 3.9

ルピー/米ドル（ルピー） 63.72 0.4 ▲1.1 ▲1.4 ▲6.6

金利

政策金利（％） 6.00 0.0 0.0 ▲0.3 ▲0.3

10年国債利回り（％） 7.37 ▲0.0 0.3 0.8 1.0

株価指数

SENSEX指数 34,443 1.9 3.6 9.8 28.9

インド市場
騰落率または変化幅（％）
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2018年1月11日 

2018年01月10日 アジア株式市場の見通し 
2017年12月20日 2018年度インド経済の見通し 
 

インド株式市場は続伸 
過去最高値を更新 

株式市場は上昇基調、債券市場は弱含み 

株式市場は堅調維持、債券市場は2月の予算案が注目される 

インドの経済・市場動向（2018年1月-1号） 

 インド株式市場は、世界的に適温相場が続くことが見込まれる中で、経済の高成長や政府による経済改革

への期待が広がっていることから、今後も堅調な展開が予想されます。 

 インド債券市場は、2月1日に発表される政府の18年度（18年4月～19年3月）予算案が注目されます。

19年前半に予定される総選挙をにらんで財政が拡張的になるようであれば、インド中央銀行は将来の財政

赤字拡大、物価上昇を警戒し、金融政策を引き締め姿勢に転換する可能性があるためです。 

 2017年12月のインド株式市場は堅調に推移しました。主要株価指数のSENSEX指数は、12月末にかけ

て34,000台に上昇し、過去最高値を更新しました。17年7-9月期の実質GDP成長率が前期から上向い

たことに加えて、12月上旬に行われた州選挙での与党勝利を受けて、モディ政権の経済改革への期待が高

まったことが背景です。株式市場は、18年1月に入ってからも堅調地合いを維持しています。世界的な株高

を背景に、SENSEX指数は連日高値を更新する展開となっています。 

 一方、12月のインドの債券市場は続落しました。長期金利の指標である10年国債利回りは、月初の

7.0％台から月末には7.3％台へ上昇（債券価格は下落）しました。債券市場では財政赤字の拡大が嫌

気され、17年9月以降売りが優勢となっています。12月下旬にはインド政府が国債増発を発表したことを受

けて一段安となり、長期金利は一時7.4％を付けました。18年1月に入ってからは長期金利は7.3％台でも

み合っています。 

（注）データは2018年1月9日基準。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【インドの株式と長期金利】 【インド市場の推移】 

インド債券市場は続落 
財政赤字拡大を嫌気 

（注）データは2017年1月9日～2018年1月9日。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news171220as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news180110as.html

